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　　人口の動き
一一響2月1日現在一

男4ラ337（＋2）
女　　4，415（＋2〉

計　　　89752（＋4〉

世帯数2，223（一P
　（〉は前月比較
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自倉地域で恒例の自慢会
　　　　　　　　　　　　　一11月3日　白倉小学校一

　r白倉自慢会」は、白倉地域の村おこし事業であるととも
に、錦鯉やしめ縄、農産物の展示即売などをするイベントと
して地域外にも知られており、多くの人でにぎわいました．

　この催しも今年で7回目。名物となったジャンボカボチャ
作りの競技には77個が集まりました．冷夏のせいか、例年
より小さめで、重量も半分程度だったようです．それでも、

1位は79．7キロ（田中正義さん作）ありました。

　　圃休日救急医
12月12日池田医院（本町西）a52－2581
　19日中条病院（中条）魯57－3018
　23日大熊内科医院（山本町）費52－7066
　26日山口医院（袋町）魯52－2174
　29日山口医院（下条）a55－2003
　30日大島医院（川原町）魯52－2957
　31日第二藤巻医院（上　野）a68－2018

1月1日国膨緬（高原田）a68－2・34

　2日池田医院（本町西）魯52－2581
　3日大熊内科医院（山本町）a52－7066
　9日庭野医院（寿町）壼52－2711



樹稼
　　　　　　　　　　　　　　萎…勢　　　　　　　　　　　　甥　　　　　　　　　筐’　　　　　　　彌　　　　清誘観叢

＝

1

o■

」

冒

　
平
成
三
年
十
二
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
ご
み
焼
却
場
」

が
九
月
三
十
日
完
成
し
、
十
月
一
日
か
ら
本
稼
働
し
ま
し
た
。
総
事

業
費
三
十
七
億
三
千
万
円
を
投
じ
た
新
焼
却
場
は
、
集
中
管
理
方
式

に
よ
り
自
動
化
さ
れ
、
一
日
当
た
り
九
十
、
・
を
処
理
で
き
る
公
害
防

止
設
備
を
備
え
た
近
代
清
掃
施
設
で
す
。
そ
し
て
、
処
理
能
力
の
ア

ッ
プ
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
家
具
や
畳
、
建
具
な
ど

の
大
型
粗
大
ご
み
も
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
八
月
か
ら

の
試
運
転
も
業
務
体
制
の
整
備
や
各
種
デ
ー
タ
、
機
械
調
整
を
終
了

し
、
本
格
的
に
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
九
層
の
煙
突
か
ら

は
煙
が
見
え
ず
、
焼
却
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
て
い
ま
す
。
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ロ欠板
焼却炉室

　復険所分縦 更次室 　　　　i
　屋上1
　　　　：
一＿＿一＿＿＿一一＿＿』

＜集会室他窟粧浦

◆地下1階…こみピット・排水貯流室など
◆1階…こみピット吹抜、電機室く機械室、灰搬出場など

◆4・5階…こみピット吹抜、焼却室など

　　　　　　　　　　　　　　　　5．12．10②

新焼却場の概要

名称：エコクリーンセンター
工　期：平成3年12月～5年9月

事業費：約37億3千万円
　　　　〈こみ焼却処理施設〉

1．処理能力＝90t／日（45t／16h×2炉）

2．炉型式二准連続燃焼式

3．給じん方式ニピットアンドクレーン方

　　　　　　　式　ごみクレーン…2基

4．灰出方法＝ピットアンドクレーン方式

5．通風方式＝平衡通風方式

6．煙　突：1基2筒59m
7．ガス処理方式：ろか式集じん方式　バッ

　　　　　　　グフィルター2基

8．余熱利用二施設内給湯及ぴ暖房　構内

　　　　　　　道路、ロードヒーティング

9．汚水処理方式二凝集沈澱、ろ過処理後

　　　　　　　再利用

　　　　〈粗大こみ処理施設〉

1．処理能力二6t／5h可燃性粗大ごみ

2．破粋型式＝油圧せん断式

3．受入方式二投入ホッパ方式

　
な
お
、
こ
の
施
設
は
、
皆
さ
ん
が
毎
月
納
め
て
い
る
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
み

ん
な
の
年
金
積
立
金
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
焼
却
場
が
長
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
み
の
持
ち
込
み
や
出
し
方
に
つ
い
て
注
意
を
払
っ
て
も
ら
い
、

ご
み
の
減
量
化
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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①
車
（
ご
み
）
の
計
量
を
し
ま
す
。

計
量
機
（
鉄
板
）
の
上
で
停
止

し
て
く
だ
さ
い
。
次
の
車
は
信

号
が
赤
の
場
合
は
待
機
で
す
。
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②
「
燃
え
る
粗
大
ご
み
」
を

持
っ
て
き
た
人
は
、
破
粋
機

の
隣
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

き
ち
ん
と
積
み
ま
し
ょ
う
。

③
「
燃
え
る
一
般
ご
み
」
を
持
っ

て
き
た
人
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
ボ
ッ

ク
ス
に
。
「
袋
」
の
と
き
は
そ
の

ま
ま
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

9⑲②慌溶魁融侶9働吻《鎧き恥
　　■十日町市川西町衛生施設組合（奮52－3924）
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■
持
ち
込
み
時
間

　
午
前
8
時
4
5
分
～
午
後
4
時
4
5
分

■
可
燃
性
粗
大
ご
み

　
木
材
、
畳
、
ふ
と
ん
、
大
型
ダ
ン
ボ

　
ー
ル
、
家
具
類
（
分
解
し
て
）
な
ど

ロ
大
き
さ
は
…
幅
9
0
紬
．
×
長
さ
…
独
．
ま

　
で
。
角
材
は
直
径
9
独
．
以
内
。
（
金
具

　
や
ガ
ラ
ス
類
は
全
部
取
り
外
し
て
か

　
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

　
▼
粗
大
ご
み
は
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

　
積
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
一
般
ご
み
は
袋
の
ま
ま
ダ
ン
ピ
ン
グ

　
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
ピ

　
ッ
ト
に
は
直
接
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
）

■
信
号
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

車
の
計
量
を
し
、
ご
み
の
量
を
計
り

ま
す
。
多
少
の
時
間
は
か
か
り
ま
す

　
が
、
信
号
に
従
っ
て
青
に
な
る
ま
で

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

■
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

搬
入
車
は
、
同
一
車
に
し
て
く
だ
さ

　
い
。
車
種
が
毎
回
変
わ
る
と
計
量
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
（
登
録
制
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

■
そ
の
他

　
▼
家
庭
ご
み
は
で
き
る
だ
け
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
の
分
別
を
守
り
不
燃
物
を
持
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十
一
月
十
八
日
、
東
京
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
日

本
P
T
A
創
立
四
十
五
周
年
記
念
式
典
（
社
日
本
P
T
A

全
国
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
当
町
の
千
手

小
学
校
P
T
A
（
南
雲
晃
会
長
・
会
員
数
二
百
三
十
九
人
）

が
、
同
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
P
T
A
の
多
年
に
わ
た
る
活
動
が
、
地

域
社
会
や
教
育
の
進
展
に
尽
力
し
た
功
績
を
認
め
た
も
の

／

表彰状を手に喜びの南雲会長（左）と馬場副会長

で
、
新
潟
県
で
は
三
P
T
A
が
受
賞
。

千
手
小
P
T
A
が
そ
の
一
つ
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
干
手
小
P
T
A
は
昭
和
二
十
三
年

四
月
に
発
足
。
会
員
相
互
の
学
習
の

場
と
機
会
を
作
る
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
学
習
は
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
を
利
用
し
た
り
、
学
習
会
な
ど
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
新

た
に
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
自
然
や

歴
史
に
つ
い
て
の
学
習
会
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
の
教
養
活
動
と
し
て
、

歌
舞
伎
鑑
賞
や
音
楽
・
文
化
講
演
会

の
聴
講
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
環
境
の
浄
化
活
動
で
は
、
「
親

子
プ
ラ
ン
タ
ー
」
と
称
し
、
家
庭
や

地
域
で
、
親
子
で
ベ
コ
ニ
ア
栽
培
に

取
り
組
み
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展

開
。
さ
ら
に
は
、
学
区
の
公
共
施
設

の
清
掃
、
空
き
缶
拾
い
な
ど
の
奉
仕

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
積
み

重
ね
の
成
果
が
花
開
い
た
も
の
で
す
。

増
田
さ
ん
（
室
島
出
身
）
が
栄
誉

　
去
る
十
月
二
十
九
日
、
高
齢
者
叙

勲
が
発
表
さ
れ
、
当
町
室
島
出
身
で
、

元
町
議
会
議
員
の
増
田
忠
治
さ
ん
（
長

岡
市
在
住
・
8
8
歳
）
に
勲
六
等
瑞
宝

章
の
受
章
が
決
ま
り
、
本
人
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
増
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
四
年
に

仙
田
村
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
以

来
、
三
十
一
年
の
町
村
合
併
に
よ
る

町
議
会
議
員
を
経
て
、
三
十
六
年
ま

で
の
三
期
十
二
年
六
月
に
わ
た
り
在

職
し
町
政
進
展
に
貢
献
。
常
に
住
民

の
代
表
と
し
て
積
極
的
に
地
方
自
治

に
参
与
し
、
教
育
振
興
、
福
祉
、
医

療
の
整
備
充
実
、
生
活
環
境
整
備
な

ど
に
力
を
注
い
だ
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

17年の歳月をかけた

了
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整
備
モ
デ
ル
事
業
完
工
式
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
蓬
　
　
⑫

人
が
出
席
し
て
完
了
蓬
祝
騨
ま
し
雌
。
　
　
　
　
　
　
　
5
。

　
モ
デ
ル
事
業
ぽ
、
昭
和
蓋
十
年
縫
国
土
摩
の
指
建

を
受
け
、
五
十
叢
年
度
か
ら
事
業
に
着
票
。
以
来
、

牽
七
年
の
歳
月
を
か
け
、
平
成
五
年
度
鷺
完
了
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
が
本
事
業
で
実
施
し
た
事
業
は
、
農
業
綱
胴
水

施
設
六
路
線
、
農
道
七
路
線
、
農
業
集
落
遊
九
路
線
、

農
業
集
落
擁
水
路
二
路
線
、
農
業
集
落
擁
水
施
設
礁
鍵

理
施
設
な
し
）
五
集
落
、
農
業
集
落
擁
水
施
設
（
処

理
施
設
あ
り
）
六
集
落
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
一
地
区
、

防
火
水
槽
十
二
基
、
農
村
公
園
三
か
所
で
、
総
事
業

費
は
二
十
四
億
四
筆
三
醤
万
円
は
欝
よ
び
ま
す
。

　
本
事
業
廼
、
地
域
住
民
要
望
が
畢
董
繭
騨
農
業
集

落
排
水
施
設
の
整
備
に
つ
騨
で
は
牽
九
億
七
モ
九
百

万
円
が
投
じ
ら
れ
、
町
ほ
お
い
で
も
生
濡
環
境
・
下

水
道
普
及
の
水
準
が
高
め
ら
れ
て
瞬
る
と
こ
ろ
で
す
。

関係者が出席してしゅん工式が行われました

実
施
し
た
工
事
の
代
表
的
施
設

　
　
木
落
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー



更新されたロータリー除雪車の安全祈願祭（11．25）

　
平
成
五
年
度
の
除
雪
事
業
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
除
雪
が
可
能
と
な

っ
た
路
線
を
新
規
に
組
み
入
れ
、
消
雪
パ
イ
プ
、
消
融
雪
施
設
を
有
効
利

駕
し
、
機
械
除
雪
を
主
体
に
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
ロ
ー
タ
》
1
除
雪
車
｝
台
を
更
新
。
町
道
の
除
雪
延
長
は
三
・

七
キ
ロ
延
び
ま
し
潅
。
ま
た
、
歩
道
除
雪
は
、
国
・
県
・
町
道
合
わ
せ
て

八
路
線
、
八
・
八
キ
ロ
解
実
施
さ
れ
ま
す
。
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地域ぐるみで
豊かな心を育てよう

　
十
一
月
十
二
日
、
川
西
中
学
校
で
、

道
徳
教
育
の
振
興
、
充
実
に
向
け
て

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
気
運
を
醸

成
し
ょ
う
と
い
う
「
心
の
教
育
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
「
道
徳
」
「
学
級
活
動
」

の
授
業
公
開
を
し
た
あ
と
、
小
・
中
・

高
等
学
校
代
表
四
人
が
発
表
。
そ
れ

ぞ
れ
体
験
活
動
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

代
表
一
人
と
P
T
A
代
表
一
人
が
、

地
域
や
親
の
立
場
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
燕
曙
産
業
社
長
大
山
治

郎
氏
か
ら
「
心
の
時
代
を
生
き
る
～

わ
が
人
生
を
振
り
返
っ
て
～
」
と
題

し
た
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
三
年
生
全
員
に
よ
る
合
唱
も

披
露
さ
れ
ま
し
た

およそ100人の参加者は、講師の話に熱心に
耳を傾けていました

みんなで考えよう

　まちづ＜1 　
　
　
　
十
一
月
十
二
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

り
で
、
県
地
方
課
安
藤
哲
也
さ
ん
藷

　
　
　
師
に
「
町
づ
く
り
講
演
会
（
や
ろ
う

く
直
、
〈
樋
。
純
。
一
会
長
〉
主
催
）
が
開

　
　
　
力
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
安
藤
さ
ん
は
、
「
『
ま
ち
づ
く
り
』

『
地
域
お
こ
し
』
に
は
行
政
側
に
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
へ
計
画
）
が
必
要
」

と
述
べ
、
　
「
だ
れ
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
な
の
か
、
そ
の
ま
ち
の
持
っ
て
い

る
い
き
い
き
と
し
た
も
の
を
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
、
　
「
当

町
の
よ
う
な
過
疎
地
域
が
生
き
残
る

た
め
に
は
、
広
域
的
な
地
域
政
策
と

都
会
と
の
交
流
の
推
進
が
重
要
だ
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。こ

　
十
一
月
六
日
、
七
日
の
二
日
間
、
総
合
体

育
館
と
千
手
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
、
第

四
回
「
町
民
文
化
祭
か
わ
に
し
9
3
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
第
十
九
回
目
を
迎
え
た
美
術
展

で
は
、
絵
画
・
書
道
・
写
真
の
部
門
に
町
の

芸
術
家
た
ち
の
作
品
一
二
八
点
が
展
示
さ
れ
、

第
五
回
目
と
な
る
公
民
館
作
品
展
に
は
、
五

教
室
か
ら
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
心
温
ま
る
作
品

一
五
九
点
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
な
か
ま
の
家
作
品
展
、
お
飾
り
紙

研
究
会
も
同
時
展
示
。
　
「
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
か

わ
に
し
」
に
よ
る
自
作
ビ
デ
オ
の
上
映
、
読

み
聞
か
せ
の
会
「
ふ
き
の
と
う
」
に
よ
る
絵

巻
物
の
上
演
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
川
西
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
の
ピ
ア

ノ
や
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
美
し
い
歌
声
は
、
集

ま
っ
た
人
た
ち
を
魅
了
。
新
潟
市
の
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
L
フ
も
特
別
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
多
彩
な
催
し
に
、
お
よ
そ
一
千
人
が

芸
術
の
秋
・
文
化
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

レ
焼
物
教
室
は
、
二
十
八
点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た

新しい作品も目を引き

ました

5．12．10⑧
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チ
ー
ム
が
熱
戦

　
十
一
月
二
十
一
日
、
総
合
体
育
館
で
第
二
十
三

回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
が
多
数

参
加
し
て
い
る
の
で
、
会
場
は
「
お
父
さ
ん
頑
張

れ
ー
。
お
母
さ
ん
し
っ
か
り
ー
。
」
と
子
供
た
ち

が
盛
ん
に
応
援
。
そ
れ
に
こ
た
え
る
よ
う
に
好
プ

レ
ー
が
続
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
解
消
を
図
ろ
う
と
す
る

方
や
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
チ
ー

ム
、
そ
れ
ぞ
れ
が
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
保
坂
木
工

　
二
位
　
飛
び
入
り
マ
マ

三
位
　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
　
伊
友
バ
レ
ー
ボ
ー
ズ

、

獺㎜
・
辮
雛

ひと試合ひと試合、熱戦が繰り広げられました

難
がちょうの会によるコーラス

　灘羅

顯
鷺
心
に
見
い
る

夏
場
の
練
習
の
成
果
を
試
す

　
　
　
　
平
成
四
年
か
ら
、
町
で
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ベ
　
　
ス
キ
ー
の
基
礎
技
術
と
競
技
力
の
向
上
の
た
め
、

滑
　
　
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
教

を
一
　
室
参
加
者
に
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
成
果
を

キ
　
　
発
揮
す
る
場
を
与
え
よ
う
と
、
去
る
十
一
月
二
十

ス
一
　
三
日
、
町
道
羽
黒
市
ノ
越
線
な
ど
を
利
用
し
て
、

ラ
　
　
「
第
二
回
町
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
大
会
」
が
開
か
れ

ト
ま
し
た
。
今
回
は
、
妙
高
高
原
中
学
校
の
生
徒
＋

に
　
　
一
人
が
特
別
参
加
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

轡
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
．
二
位
の
み
）

で
選
　
小
学
生
女
子
へ
一
・
五
㎞
）
高
橋
恵
へ
仙
田
小
）

坂
る
　
小
学
生
男
子
へ
二
・
○
㎞
）
高
橋
渉
へ
仙
田
小
）

り
せ
登
ら
　
中
学
生
女
子
へ
二
．
○
㎞
）
小
林
由
子

　
　
　
中
学
生
男
子
へ
二
・
五
㎞
）
片
桐
康
太

さ
富
早

　
国
民
年
金
委
員
と
し
て
制
度

発
展
の
た
め
尽
力
が
あ
っ
た
と

し
て
、
当
町
の
小
幡
正
徳
さ
ん

（
仁
田
・
6
9
歳
）
と
南
雲
博
さ

ん
（
田
中
町
・
6
5
歳
）
が
、
県

雲
表
鐸
蟻
臆
罧

ん
知
年
鹸
況
編
響
、

さ
県
針
雛
勲
馨
竿

幡
そ
の
活
動
が
他
の
模
範
と
認
め
耀

　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
こ
と
か
ら
今
回
の
表
彰
5
。

」ノ
　
　
　
　
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭



仙
田
村
の
学
校
間
題
⑰

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

岩
瀬
と
大
倉
の
言
い
分

　
赤
岩
校
と
中
仙
田
校
の
廃
止
に
反

対
す
る
岩
瀬
、
大
倉
と
中
仙
田
川
東

集
落
の
言
い
分
を
、
「
十
日
町
新
聞
」

が
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
大
き
な
視
野
に
立
て
ば
松
永
村
長

の
調
定
す
る
一
村
三
校
案
が
妥
当
な

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
オ
ラ
は
、
赤

岩
校
が
消
え
る
そ
の
上
に
通
学
距
離

が
遠
く
な
る
こ
の
案
は
と
て
も
ガ
マ

ン
で
き
な
い
。
仙
田
と
臼
倉
の
二
校

は
高
等
科
が
併
置
さ
れ
て
昇
格
す
る

と
い
う
の
に
、
オ
ラ
ほ
う
だ
け
学
校

を
絶
や
す
と
は
何
ご
と
か
。

　
松
永
案
が
示
さ
れ
た
時
、
赤
谷
と

岩
瀬
、
大
倉
の
衆
が
寄
っ
て
良
く
話

し
合
い
、
岩
瀬
と
大
倉
は
決
し
て
ダ

ダ
を
こ
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
、
大

乗
的
な
見
地
に
立
っ
て
協
力
す
る
か

ら
、
新
設
校
を
前
に
い
ち
ど
村
が
決

め
た
こ
と
の
あ
る
赤
谷
上
屋
敷
ま
で

持
っ
て
き
て
ほ
し
い
、
そ
う
す
れ
ば

松
永
調
定
案
に
同
意
す
る
と
三
集
落

が
固
く
申
し
合
わ
せ
た
は
ず
だ
。
そ

れ
な
の
に
、
赤
谷
側
は
こ
の
校
区
の

取
り
決
め
を
無
視
し
て
ひ
き
ょ
う
に

も
主
流
派
に
賛
成
し
、
上
屋
敷
よ
り

五
町
も
遠
い
童
子
ケ
島
に
統
合
校
を

幻
の
中
部
校
敷
地

　
　
　
　
　
　
赤
谷
上
屋
敷

建
て
る
案
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ

か
ら
、
三
集
落
で
申
し
合
わ
せ
た
「
上

屋
敷
案
」
が
通
ら
な
け
れ
ば
、
オ
ラ
は

あ
く
ま
で
も
現
状
維
持
を
主
張
す
る

よ
り
ど
う
し
て
み
よ
う
も
な
い
。

中
仙
田
川
東
の
主
張

　
中
仙
田
は
、
童
子
ケ
島
へ
新
設
校

を
建
て
る
こ
と
に
賛
成
す
る
渋
海
川

西
と
、
中
仙
田
校
の
廃
止
に
絶
対
反

対
を
唱
え
る
川
東
の
集
落
に
分
か
れ

て
争
っ
た
が
、
川
東
側
の
言
い
分
は

お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
大
正
十
一
年
に
今
の
中
仙
田
校
を

建
て
る
と
き
、
同
じ
中
仙
田
の
ム
ラ

で
あ
り
な
が
ら
地
元
と
い
う
理
由
で

多
額
の
負
担
を
強
い
ら
れ
た
経
緯
が

あ
る
。
学
校
が
川
東
側
に
移
っ
て
ネ

ラ
は
う
ま
く
や
っ
た
と
言
わ
れ
て
、

人
足
も
川
西
の
衆
に
比
、
、
へ
る
と
二
割

か
た
余
計
に
出
て
い
る
。
そ
の
時
の

ツ
ケ
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
骨
折
っ
て

い
る
の
に
、
そ
の
学
校
を
絶
や
し
て

ま
た
新
し
い
学
校
を
造
る
と
は
何
ご

と
だ
。
童
子
ケ
島
へ
建
て
る
こ
と
に

な
れ
ば
そ
れ
な
り
に
ま
た
負
担
を
強

い
ら
れ
、
通
学
距
離
も
遠
く
な
り
、

そ
の
う
え
苦
労
し
て
造
っ
た
学
校
が

廃
校
に
な
れ
ば
オ
ラ
は
や
り
切
れ
な

い
。
現
状
維
持
が
な
ぜ
悪
い
の
か
。

多
数
派
の
強
行
に
騒
然

　
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
四
日
に
開

か
れ
た
村
会
協
議
会
は
、
松
永
村
長

の
示
し
た
童
子
ケ
島
へ
の
統
合
案
に

賛
成
す
る
多
数
派
の
議
員
が
、
学
校

統
合
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
一
気

に
解
決
す
る
挙
に
出
よ
う
と
し
、
こ

れ
に
反
対
す
る
議
員
が
立
ち
は
だ
か

っ
て
議
場
は
騒
然
と
な
っ
た
。

　
協
議
会
の
あ
と
、
多
数
派
の
議
員

が
町
村
制
第
五
士
二
条
を
タ
テ
に
松

永
村
長
に
本
会
議
の
開
催
を
迫
っ
た

が
、
な
ん
と
か
円
満
に
解
決
し
た
い

ハ
ラ
の
松
永
村
長
は
こ
の
要
求
に
応

じ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
同
法
第
四

十
三
条
に
よ
り
、
仮
議
長
を
推
し
て

議
決
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
最
年
長

議
員
の
中
条
政
治
（
岩
瀬
）
は
反
対

派
で
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、

で
あ
る
登
坂
九
十
二
（
前
村
長
）

午
後
三
時
に
議
長
席
に
着
い
た
。

次
の
年
長
者

十
三
対
四
で
統
合
可
決

が

　
こ
の
日
も
岩
瀬
・
大
倉
・
中
仙
田

川
東
の
村
民
三
百
人
が
役
場
の
議
場

を
包
囲
し
、
私
服
の
刑
事
が
目
を
光

ら
せ
る
中
で
議
長
が
開
会
を
宣
示
、

中
仙
田
校
と
赤
岩
校
を
統
合
し
て
童

子
ケ
島
に
中
部
校
を
建
て
る
松
永
案

を
上
提
し
た
。
こ
れ
に
反
対
す
る
中

条
政
治
・
中
条
正
福
・
中
条
文
平
・

小
林
忠
蔵
の
四
議
員
は
憤
然
と
し
て

退
場
、
賛
成
派
の
議
員
十
三
名
が
猛

烈
な
野
次
を
浴
び
な
が
ら
原
案
を
可

決
し
、
午
後
四
時
に
閉
会
し
た
。

　
賛
成
し
た
議
員
は
南
雲
保
治
・
押

木
次
郎
・
高
野
攻
考
・
佐
藤
直
隆
・

高
橋
俊
治
・
江
口
増
之
・
小
川
勝
平

・
川
崎
勝
平
・
田
中
勝
平
・
斎
木
繁

治
・
増
田
哲
男
・
高
橋
政
治
・
高
橋

駒
治
で
、
法
律
に
従
え
ば
、
も
み
に

も
め
た
仙
田
村
の
学
校
問
題
は
こ
の

村
会
で
解
決
し
た
こ
と
に
な
る
。

学
校
問
題
は
解
決
か

　
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
日
の

「
十
日
町
新
聞
」
は
、
　
「
仙
田
の
学

校
間
題
つ
い
に
解
決
」
と
題
し
て
あ

ら
ま
し
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
仙
田
村
の
学
校
統
一
問
題
に
最
終

的
な
解
決
を
下
そ
う
と
、
県
で
は
十

八
日
、
同
村
々
会
議
員
十
八
人
を
県

庁
に
招
致
し
て
午
前
十
時
か
ら
岡
学

務
部
長
、
神
田
地
方
課
長
、
松
永
村

長
（
職
務
管
掌
）
な
ど
が
村
会
議
員

と
懇
談
の
結
果
、
現
在
の
中
仙
田
・

赤
岩
・
臼
倉
・
仙
田
の
四
校
を
、
中

仙
田
と
赤
岩
を
合
併
し
て
三
校
と
し
、

現
在
中
仙
田
の
み
に
高
等
科
が
併
置

さ
れ
て
い
る
の
を
臼
倉
・
仙
田
共
に

高
等
科
を
併
置
、
結
局
三
尋
常
高
等

小
学
校
に
統
一
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
実
施
の
時
期
に
つ
い
て
は

①
中
仙
田
・
赤
岩
の
合
併
は
適
当

な
時
期
に
県
か
ら
指
定
す
る
。

②
臼
倉
・
仙
田
の
高
等
科
併
置
は

明
十
三
年
四
月
か
ら
実
現
す
る
。
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
中
仙

田
・
赤
岩
両
校
合
併
後
の
新
設
校
の
位

置
は
同
村
大
字
童
子
ケ
島
で
あ
る
一

方
、
県
地
方
課
で
は
学
校
統
一
問
題

の
円
満
解
決
を
機
会
に
、
正
式
な
村

長
の
選
任
を
急
が
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
後
任
村
長
に
は
自
薦
・
他
薦
の
候

補
者
も
あ
る
が
、
村
の
大
勢
は
室
島

　
　
　
　
　
　
し
ゅ
つ
ろ

増
田
克
治
氏
の
出
盧
を
希
望
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
新
聞
が
報
じ
た
と
お
り
、
室

　
　
　
　
　
　
だ
ん
な

島
の
増
田
克
治
旦
那
が
昭
和
十
二
年

十
二
月
一
日
付
で
正
式
の
仙
田
村
長

に
就
任
、
松
永
敬
三
郎
は
同
日
付
で

職
務
管
掌
の
職
を
解
か
れ
た
。
七
か

月
間
を
君
臨
し
た
松
永
臨
時
村
長
が

県
庁
へ
帰
っ
た
日
、
松
永
に
し
ご
か

れ
た
役
場
職
員
は
、
　
「
気
使
い
の
人

が
い
な
く
な
っ
て
ホ
ッ
と
し
た
が
気

が
抜
け
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

5．12．10⑳



碗
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
鷹

　
今
月
号
か
ら
、
税
を
知
る
週
間
事

業
で
実
施
し
た
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
の
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

十
日
町
税
務
署
長
賞
並
び
に

　
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞

僕
た
ち
納
税
者
と
こ
れ
か
ら
の
税

　
　
　
　
川
西
中
三
年
　
相
崎
貢
一

　
　
「
百
三
円
で
す
。
」
と
レ
ジ
で
聞
か

さ
れ
る
こ
の
言
葉
。
今
は
す
っ
か
り

慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
消
費
税

が
ス
タ
ー
ト
当
初
の
僕
は
い
つ
も
店

を
出
る
時
、
こ
ん
な
事
を
思
っ
て
い

た
。
　
　
「
ど
う
し
て
、
買
い
物
す
る
度
に

余
計
に
お
金
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ん
だ
ろ
う
。
」
と
腹
立
た
し
い
気

持
ち
を
お
さ
え
な
が
ら
、
疑
間
に
感

じ
て
い
た
。

　
し
か
し
あ
る
時
、
学
校
で
一
冊
の

税
に
関
す
る
本
が
配
布
さ
れ
、
そ
し

て
そ
れ
を
読
ん
だ
後
、
今
ま
で
の
あ

の
腹
立
た
し
い
気
持
ち
と
、
疑
間
に

思
う
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
が
、
一

気
に
解
消
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
消
費

税
、
つ
ま
り
税
金
が
社
会
に
と
っ
て
、

と
て
も
重
要
な
物
だ
と
わ
か
っ
た
か

ら
だ
。
整
備
さ
れ
た
道
路
や
橋
、
緑

の
茂
る
公
園
、
交
通
面
で
は
信
号
や

　
標
識
な
ど
、
身
の
周
り
に
あ
る
あ
っ

　
て
当
然
の
物
全
て
が
税
金
に
よ
っ
て

　
支
え
ら
れ
て
い
る
事
や
、
僕
た
ち
が

　
今
受
け
て
い
る
義
務
教
育
も
そ
の
お

　
か
げ
と
い
・
ユ
争
を
そ
の
本
で
知
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
所

　
で
役
立
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
の

　
こ
の
社
会
、
何
よ
り
も
税
金
を
役
立

　
た
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

　
が
あ
る
と
も
知
っ
た
。
そ
れ
は
、
社

　
会
保
障
の
充
実
と
環
境
保
護
だ
。

　
　
社
会
保
障
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

　
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
る
今
、
必

　
要
不
可
欠
な
事
だ
。
現
に
、
こ
れ
か

　
ら
二
十
五
年
後
に
は
、
高
齢
者
一
人

　
に
対
し
働
き
手
二
～
一
人
の
比
率
に

　
な
る
そ
う
だ
。
そ
ん
な
今
、
ス
ウ
ェ

　
ー
デ
ン
の
よ
う
に
社
会
保
障
に
力
を

　
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
の
結
果
、

　
国
民
負
担
が
増
す
か
も
し
れ
な
い
が
、

　
「
税
金
で
将
来
の
安
心
を
得
る
」
と

　
思
え
ば
、
誰
で
も
快
く
納
め
ら
れ
る

　
と
思
う
。

　
　
ま
た
環
境
保
護
の
方
で
は
、
今
間

　
題
に
な
っ
て
い
る
ゴ
ミ
の
処
理
の
他
、

大
気
汚
染
な
ど
の
公
害
を
解
決
し
て

　
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

解
決
す
る
と
同
時
に
、
税
金
が
住
み

良
い
環
境
・
町
づ
く
り
に
徹
し
て
い

　
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
で
　
　
佃

亀
　
　
＠

も

　
　
　
　
　
　
①

暫
　
こ
の
よ
う
に
税
金
は
、
社
会
の
た

め
に
役
立
た
せ
、
そ
し
て
使
わ
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
だ
が
、

僕
達
納
税
者
は
、
そ
れ
に
頼
っ
て
ば

か
り
で
は
い
け
な
い
と
思
う
。
環
境

保
護
の
事
で
も
、
一
人
一
人
が
周
り

を
汚
さ
な
い
努
力
を
す
れ
ば
、
本
来

な
ら
環
境
保
護
の
た
め
に
税
金
を
使

わ
な
く
て
済
む
の
だ
。

　
納
税
者
の
努
力
と
協
力
、
こ
れ
さ

え
あ
れ
ば
今
あ
る
税
金
は
、
社
会
の

た
め
、
地
球
の
た
め
に
も
大
き
く
大

き
く
役
立
っ
て
い
く
事
だ
と
思
う
。

　
大
昔
、
権
力
者
が
一
方
的
に
取
る

形
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
税
。
そ
し
て

長
い
年
月
が
立
ち
、
そ
の
税
が
今
の

税
に
至
っ
て
い
る
。
だ
が
同
じ
税
と

い
う
名
の
物
な
の
に
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
今
の
税
は
人
々
の

願
い
・
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
に
あ

る
と
い
う
事
だ
。
決
し
て
大
昔
の
よ

う
な
、
権
力
者
の
私
利
私
欲
の
た
め

に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
だ
か

ら
今
こ
そ
「
取
ら
れ
る
」
と
い
う
気

持
ち
か
ら
、
　
「
自
分
の
た
め
に
納
め

る
」
と
い
う
気
持
ち
に
切
り
替
え
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
事
に

よ
り
一
人
一
人
が
嫌
な
気
持
ち
な
ど

を
持
た
ず
に
、
気
持
ち
良
く
税
を
納

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宝
く
じ
の
収
益
金
還
元
で

盤
、
、

◎観◎縦　◎
　
出
生
率
の
継
続
的
な
低
下
な
ど
に

　
◎
伴
い
、
　
「
健
や
か
に
子
供
を
生
み
育

鰯
て
る
環
境
づ
く
り
」
が
社
会
全
体
の

　
観
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

∞⇔
　
そ
ん
な
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
民
生

翻
児
童
委
員
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
鰯
し
、
子
育
て
相
談
な
ど
地
域
に
お
け

◎
る
児
童
や
家
庭
の
福
祉
を
推
進
す
る

繊
鰯
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
鰯
　
　
篭
　
　
◎
　
　
鰯
　
　
豆
　
　
鰯
　
　
鶴
　
　
◎
　
　
翻
　
　
鰯
　
　
鰯

が
完
成

　
仙
田
地
区
開
発
振
興
協

議
会
で
は
、
仙
田
地
区
の

コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
活
動
を
振

興
し
、
明
る
い
村
作
り
を

進
め
る
た
め
の
拠
点
と
し

て
、
長
年
セ
ン
タ
ー
の
建

設
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
五
年

　
　
　
　
　
　
　
ラ

度
事
業
と
し
て
、
働
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
宝
く

じ
の
収
益
金
二
、
五
〇
〇

万
円
の
助
成
を
受
け
、
仙

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

仙
田
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
す

観
　
観
　
◎
◎
◎
　
◎
　
◎
◎
　
◎
　
脚
Ω
　
竃
◎
脚
Ω
　
◎
鶴
◎
◎
観
◎
　
織
繊
　
続
鰯
　
鰯
…
Ω
　
◎
鶴
鰯
◎

新
た
に
主
任
児
童
委
員
が
委
属
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

人
材
と
し
て
、
平
成
六
年
一
月
一
日
繊

主
任
児
童
委
員
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
　
∞
。

　
お
子
さ
ん
の
間
題
や
児
童
の
健
全
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

育
成
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
身
近
な
織

民
生
児
童
委
員
又
は
主
任
児
童
委
員
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
◎

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民
課
　
。

社
会
福
祉
係
へ
。
　
　
　
　
　
　
　
◎

繊
◎
◎
翻
◎
翻
翻
鰯
◎
謝
続
鰯
◎
◎
◎
◎
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皇
図
團
團

圃
函
回
▽

　
新
刊
小
説
案
内

○
蔵
上
・
下
　
　
　
宮
尾
登
美
子

　
著
者
自
身
、
　
「
こ
ん
な
こ
と
は
初

め
て
」
と
驚
く
ほ
ど
の
反
響
を
呼
ん

だ
と
い
う
毎
日
新
聞
連
載
小
説
の
集

大
成
版
。
本
県
亀
田
町
の
酒
造
家
を

舞
台
に
、
失
明
と
い
う
運
命
と
闘
い

ひ
た
む
き
に
生
き
た
女
、
烈
の
物
語
。

○
否
認
　
　
読
売
新
聞
社
　
堀
田
力

　
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
を
担
当
し
た
元

検
事
が
書
い
た
小
説
。
ゼ
ネ
コ
ン
汚

職
の
実
態
を
え
ぐ
る
法
廷
サ
ス
ペ
ン

ス
で
あ
り
、
し
か
も
恋
愛
小
説
で
も

あ
る
。
読
み
だ
し
た
ら
や
め
ら
れ
ぬ

面
白
さ
が
あ
る
。

○
麻
酔
　
朝
日
新
聞
社
　
渡
辺
淳
一

意
墓
目

　
医
療
事
故
を
テ
ー
マ
に
し
た
朝
日

新
聞
連
載
小
説
の
集
大
成
版
。
子
宮

筋
腫
の
手
術
を
受
け
た
妻
は
麻
酔
か

ら
さ
め
な
い
。
眠
り
つ
づ
け
る
妻
に

ひ
た
す
ら
心
を
通
い
あ
わ
せ
よ
う
と

す
る
夫
。
極
限
の
夫
婦
愛
を
描
い
た

大
反
響
の
ロ
マ
ン
。

○
集
団
左
遷
　
　
　
　
江
波
戸
哲
夫

　
不
況
に
あ
え
ぐ
財
閥
系
不
動
産
会

社
を
舞
台
に
し
た
小
説
。
不
良
在
庫

を
売
っ
て
実
績
を
残
す
か
、
さ
も
な

く
ば
大
量
解
雇
か
…
。
左
遷
部

隊
の
雇
用
を
守
る
た
め
に
闘
う
男
と

人
事
担
当
者
の
因
縁
の
対
決
の
果
て

士
㎝
●
　
●
　
●
9
・
o

O
深
い
河
　
　
講
談
社
　
遠
藤
周
作

　
著
者
が
七
年
ぶ
り
に
書
下
し
た
純

文
学
長
編
小
説
で
あ
る
。
人
生
の
岐

路
で
死
を
見
た
人
が
、
過
去
の
重
荷

を
心
の
奥
に
か
か
え
な
が
ら
、
深
い

河
の
ほ
と
り
に
立
ち
何
を
思
う
の
か
。

人
生
の
神
秘
を
問
う
傑
作
で
あ
る
。

（敬称略）

社会福祉に

西野美枝（練馬区）

　　　　　　1万円

先般行われた教室（11．20

黙
v
　
小
わ
琶

臥

，
．
　
　
璽
贋

》
　
　
　
太
田
白
南
風
選

引ー少
し
だ
け
青
空
が
見
え
落
葉
た
く

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

紅
葉
の
山
高
き
峰
下
弦
月

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
向
山

落
葉
し
て
梢
明
る
き
大
樫

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

鮭
の
身
の
入
り
し
芋
汁
う
ま
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

小
春
日
や
取
り
残
こ
さ
れ
た
豆
お
と
す

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

晩
秋
の
柚
子
鈴
成
り
の
道
ば
た
に

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎

初
冬
や
職
安
探
す
異
国
人

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋

軒
下
の
干
大
根
の
し
な
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村

　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
大
平

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子

日 し
な
の
路
の
も
み
じ
色
濃
く
肌
寒
し

ケ
ー
ブ
ル
に
乗
っ
て
紅
葉
を
下
に
見
る

参
道
に
日
の
あ
る
2
り
は
4
豆
干
す鉄9サ冗きしト　願　保
平クるみミ似一

千
歳
飴
ひ
き
づ
り
乍
ら
宮
居
道

　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

掃
き
了
え
し
あ
と
の
落
葉
の
美
し
く

　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
臼
井
す
み
い

大
銀
杏
落
葉
参
道
黄
に
染
め
て

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

軒
せ
ま
く
大
根
す
だ
れ
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
登
坂
伊
智
子

手
も
ぎ
せ
し
柿
の
甘
さ
よ
友
の
庭

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

三
山
に
雪
化
粧
見
る
今
日
の
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
　
詩
朗

朝
空
に
煙
ひ
と
す
じ
落
葉
焚
き

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

着
ぶ
く
れ
し
病
後
の
体
撫
で
る
風

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

棟
上
げ
の
祝
い
の
席
の
菊
香
る

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

小
春
日
の
布
団
は
温
み
抱
き
し
ま
ま

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

櫛
け
ず
る
如
く
に
落
葉
し
ぐ
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
千
手
　
長
野
　
キ
ミ

農
継
が
ぬ
子
に
凶
作
の
米
送
る

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

踊
り
出
す
人
形
時
計
街
師
走

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
　
頼
太

野
沢
菜
を
取
る
忙
し
さ
や
雪
間
近
か

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
も
う

　
皆
さ
ん
は
、
　
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ

ッ
ケ
i
』
と
い
う
ス
ポ
ー
ッ
を
ご
存

じ
で
す
か
。
こ
の
ス
ポ
ー
ッ
は
、
軽

い
オ
レ
ン
ジ
と
グ
リ
ー
ン
の
ス
テ
ッ

ク
を
用
い
て
、
穴
の
あ
い
た
イ
エ
ロ

ー
ボ
ー
ル
を
ド
リ
ブ
ル
し
、
パ
ス
を

し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
（
1
層
×
9
0
霧
×

50
諺
の
箱
型
）
に
シ
ュ
ー
ト
し
て
得

点
を
競
い
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
を
す
る
選
手
は
一
チ
ー
ム

六
人
で
行
い
、
交
代
の
選
手
六
人
を

お
き
、
コ
ー
ト
は
、
室
内
で
は
バ
ス

昨
年
の
番
号
ど
お
り
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
小
自
倉
　
田
中
優
美

釣
人
の
影
の
遠
く
に
芦
枯
る
・

　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

初
霜
に
芋
の
取
入
れ
急
が
る
・

　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

亡
祖
母
の
命
日
思
う
カ
ン
ナ
か
な

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
春
野

帰
り
花
未
だ
咲
く
蕾
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

陽
だ
ま
り
の
庭
の
小
菊
に
蜂
集
う

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

蜜
柑
狩
り
向
い
の
山
へ
声
と
ど
く

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

初
雪
に
蒜
な
き
や
と
娘
の
電
話

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

走
る
子
等
追
い
か
け
て
ゆ
く
落
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

小
夜
時
雨
あ
ら
れ
混
り
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
を
使
用
し

ま
す
。
ホ
ッ
ケ
ー
の
よ
う
に
過
激
で

は
な
く
、
子
供
や
女
性
で
も
気
軽
に

楽
し
め
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
教
右
具
亥
員
会
で
は
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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〆
！
＼

4
尋
≧
動
遡

白鳥が下島地区にも訪れるようになりました。この日は

かなり多く、20羽ほどがエサをついばんでいました（11．10）

馨
　
　
騨

農業祭では恒例になった大なわとび大会。1回も飛べずに

こけてしまうチーム。百回も飛ぶチーム、一回ごとに場内
は喚声とため息でいっぱいでした（11．7　川西中）

手
軽
に
で
き
る
ふ
る
さ
と
の
味
ー
莚

ま
　
。
を
　
　
食
み

い
す
メ
　
　
　
　
の

ら
こ
ソ
　
瓢
ー

！　　柵◎　砂”””｛1他引1一・睡一蜘1㌧

乱雄乏総二濤

300g（差程度）

■材　料

　・カボチャ

　・牛乳

大さじ1

小さじ1

■調昧料

　・コンソメ

　・バター

　・　塩

■調理方法

①カボチャは薄切りにし、かぶるくら

で水を入れ、溶ける程度まで煮てこ

②こしたものを別の鍋に移し、コン

　入れて煮る。

③コンソメが溶けたら、塩で昧を整え

べるときにバターを入れる。パセ1

じん切りを散らすと色どりがよい。

ご
存
じ
で
す
か
『
リ
ハ
ビ
リ
教
室
』

　
町
で
は
、
寝
た
き
り
予
防
と
仲
間

づ
く
り
を
ね
ら
い
と
し
て
、
今
年
五

月
か
ら
脳
卒
中
後
遺
症
で
外
出
の
機

会
が
少
な
い
方
を
対
象
に
、
　
「
リ
ハ

ビ
リ
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
機
能

訓
練
事
業
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
十
二
回
実
施
し
ま
し
た
。

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
茶
話
会
な
ど

で
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
家
で
も
起
き

圏

理
学
療
肇
保
鶴
轟
乱
擁
離
鯵
筋
甥
鎚
転
臥

や
個
別
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
こ
わ

ば
っ
て
動
き
に
く
く
な
っ
た
関
節
を

伸
ば
し
た
り
、
筋
肉
を
つ
け
た
り
し

て
、
平
衡
感
覚
を
身
に
付
け
る
運
動

灘
　
　
淵
職
灘
灘

講
き

灘

，
纒
灘
徽

運
動
会
の
一
場
面
。

氷
を
に
ぎ
っ
て
し
り
と
り
で
す

て
い
る
寺
間
が
長
く
な
っ
た
・
天
気
趨

の
良
い
即
散
歩
や
時
間
を
決
め
て
鈎

運
動
を
し
て
い
る
。
仲
間
と
会
う
の

が
楽
し
み
で
参
加
し
て
塚
．
遜
麗

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
雪
が
積
も
っ

て
体
の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
外
出

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
た
つ
に
あ

た
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、
身
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
で
き
る
日

常
動
作
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
行

い
、
運
動
を
毎
日
根
気
よ
く
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
家
族
の
理
解
と

協
力
を
得
て
、
継
続
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

～
理
学
療
法
士
か
ら
ひ
と
言
～

　
普
段
、
前
か
が
み
の
姿
勢
に
な
り

や
す
い
の
で
、
う
つ
ぶ
せ
の
姿
勢
を

と
り
、
手
を
で
き
る
だ
け
上
方
に
挙

げ
て
、
体
を
伸
ば
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ
》
つ
。
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ぶ
　
ち
と
と
す
と
き
ち
と

戸
籍
の
窓
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏

り
頓
葛
名
葛
葛
該
骸
犠
葛
犠
り
ゅ
葛
犠

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

古
同
橋

渡
貫

押
木

古
沢

宮

製婁舞慰彩奪
正正み　　真郁和徳裕松
　　ゆ実由
子朗き　美夫美夫子由
長　　長　　長　　二　　二
女　　女　 男　　男　　女

山　上　田　新　寺
野　　　　　町
田野戸誓尾

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
纏
み
鑓
き

死勲
ら

　
そ
の
昔
、
東
京
が
ま
だ
江
戸
で
あ

っ
た
こ
ろ
、
職
人
た
ち
が
大
八
車
に

か
ま
ど
や
せ
い
ろ
、
う
す
、
き
ね
、

ま
き
な
ど
を
積
ん
で
ま
ち
を
回
り
、

も
ち
つ
き
歌
に
合
わ
せ
て
身
振
り
も

面
白
く
、
も
ち
つ
き
を
し
た
風
習
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
幼
稚
園
や
保
育
園
で
は
、
年
末
の

行
事
と
し
て
も
ち
つ
き
を
す
る
と
こ

ろ
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

お
こ
し
や
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

ロじ0周■g－09■’D一■■■■■■■D■■ロ隔一－■■■■■■一■9一帽■一■9一一一■陰ロ■OD■90■9■塵■■■■■噂O■9■9■9ロ9一■■■■帽』6■∋■■一彫一ロ■■■■9■6■D■■0■瞳■96■一9■D
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○

嘱　独
　　　〆

　
隔
　
　
“
欝

駕

野

1
年
か
た
ぎ
り
て
つ
や
君

6
年
中
村
蔵
幸
君

纒
．

タ
簿
．
崇

潔

　　藁

　　響

継

纏慰
1
奪1　緯

欝

、
｝
♂

（

〈
白
倉
小
学
校
丁
ー
ー

O
…
雛

の
　
　
，
聖
一
下
　

　
『

6年桐生和久君

学鯨
　　騨≒
倉

6年片桐八千代さん

　　　　　且臼

6年田中恵梨香さん
｝
、

轡
鞭

（1月号は川西中学校です）

3
年
片
桐
美
穂
さ
ん

5．12．10㊥


